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区分 本校の課題 行動目標 取組内容 点検方法・時期 

教職員の規範意識の

確立 

 

○当事者意識の向上 

○法令・法規等についての研修の充

実 

 

○研修の方法や資料を工夫するこ

とにより、当事者意識を高める。 

 

○定期服務研修の研修リーダーを学年輪

番制にし、職員全員が関わることで、

個々の規範意識の高揚を図る。 

○新聞記事等を活用した日常的な取組に

より、不祥事はどの学校でも誰にでも起

こり得るという意識を強く持たせる。 

 

○定例の不祥事防止委

員会で、研修内容の確

認および検証を行う。 

学校組織としての不

祥事防止体制の確立 

 

○教職員間、学年間の連携の充実 

○教職員個人の技量・自覚への依存

傾向 

 

○報告・連絡・相談を確実に行い、

一人で抱え込まない。 

○教職員同士の思いやりあるコミ

ュニケーションを促進する。 

 

○各分掌を機能させ、個人の技量・自覚に

依存するのではなく、組織として取組を推

進する。 

○自分の担当以外の分掌の状況にも気を

配らせ、組織の一員としての自覚を高め

る。 

 

〇定例の学校経営会議

で、各分掌の進捗状況

を把握し、協力体制の

確立を図る。 

相談体制の充実 

 

○「体罰、セクシュアル・ハラスメ

ント相談窓口」の周知の徹底 

○教職員の個別の悩み等について

の相談体制の確立 

 

○「体罰、セクシュアル・ハラスメ

ント相談窓口」の周知を繰り返し

行い、相談しやすい体制をつく

る。 

○メンタルヘルス等の相談体制を

周知するとともに、準学校衛生委

員会を定期的に実施し、教職員の

変化に気付く組織づくりを行う。 

 

○相談窓口について、学校だより等で保護

者に周知するとともに、すべての教室等

に案内を掲示し、生徒にも周知する。 

○管理職による職員への声かけを積極的

に行うとともに、面談を学期に１回以上

実施する。 

○スクールカウンセラーを積極的に活用

する。 

 

○毎学期１回、生徒・保

護者・教職員を対象

に、体罰・セクハラ防

止アンケートを実施

する。 

○総合質問紙調査の結

果をもとに生徒に対

する個人面談を行う。 

不祥事根絶のための行動計画 

１ 私たちは、法令等を遵守します。 

２ 私たちは、子ども・学校・家族を大切にします。 

３ 私たちは、教育者である誇りを持って行動します。 



 


